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横
浜
市
と
東
京
都
市
圏
の
交
通

第
二
回
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
調
査
か
ら

一
―
は
じ
め
に

　
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
移
動
は
最
も
日
常
的

な
行
為
で
あ
り
、
移
動
な
く
し
て
都
市
生
活
は

成
り
立
た
な
い
。
こ
の
最
も
日
常
的
な
移
動
す

な
わ
ち
交
通
が
、
人
を
主
体
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
日
が
浅
い
。
そ
れ
ま

で
は
、
人
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
る
交
通
が
、
交

通
手
段
の
側
か
ら
、
そ
れ
も
縦
割
的
に
調
査
さ

れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
、
「
ガ

ソ
リ
ン
税
で
調
査
す
る
の
に
人
間
を
と
ら
え
て

や
る
と
は
何
事
だ
」
と
罵
倒
さ
れ
な
が
ら
も
、

そ
の
こ
ろ
若
い
交
通
計
画
担
当
者
で
あ
っ
た
先

輩
た
ち
が
情
熱
と
満
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
こ
め

て
、
昭
和
四
十
三
年
十
月
、
人
の
生
活
行
動
に

着
目
し
た
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
第
一

回
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か

ら
一
〇
年
、
奇
し
く
も
、
こ
の
世
界
一
の
調
杏

規
模
を
ほ
こ
る
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
調
査
の

第
二
回
目
に
わ
れ
わ
れ
は
携
わ
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
都
市
計
画
、
特
に
交
通
計
画
を
担
当
す
る

者
に
と
っ
て
、
千
載
一
遇
の
好
機
を
得
た
に
等

し
い
貴
重
な
体
験
で
あ
る
。

　
い
ま
や
役
所
の
重
要
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
第
一

線
で
活
躍
し
て
い
る
当
時
の
若
い
担
当
者
で
あ

っ
た
先
輩
た
ち
の
叱
咤
激
励
を
受
け
て
、
わ
れ

わ
れ
は
実
態
調
査
を
終
え
、
集
計
解
析
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
い
ま
、
集
計
は
単
純
集
計
（
粗

集
計
）
を
終
え
た
段
階
で
あ
る
が
、
粗
集
計
結

果
を
″
横
浜
市
と
東
京
都
市
圏
の
交
通
″
と
し

て
ま
と
め
て
み
た
。

二

と
な
っ
て
表
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の

交
通
に
お
け
る
変
化
を
科
学
的
に
、
総
合
的
に

把
握
し
て
、
都
市
政
策
や
交
通
政
策
に
新
し
い

視
点
か
ら
の
指
針
を
示
し
、
強
力
な
施
策
を
提

言
す
る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
、
交
通
計
画
、

防
災
計
画
等
に
新
し
い
基
礎
指
標
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
第
二

回
目
の
調
査
（
以
下
「
五
三
Ｐ
・
Ｔ
」
と
い
う
）

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
五
三
Ｐ

・
Ｔ
は
ね
ら
い
と
規
模
に
お
い
て
四
三
Ｐ
・
Ｔ

と
き
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
ず
ね
ら
い
と
す
る
と

こ
ろ
は
、
四
三
Ｐ
・
Ｔ
が
「
総
合
都
市
交
通
体

系
へ
の
試
行
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
に

対
し
て
、
五
三
Ｐ
・
Ｔ
は
東
京
都
市
圏
に
お
け

る
「
二
一
世
紀
初
頭
を
め
ざ
し
た
総
合
都
市
交

通
体
系
の
確
立
」
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の

「
マ
ス
ク
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
」
を
大
き
な
ね
ら

い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
五
三
Ｐ
・
Ｔ
は
調
査
規
模
に
お
い
て
も

群
を
抜
い
て
い
る
。
調
査
規
模
の
一
つ
と
し

て
、
調
査
対
象
地
域
の
拡
大
が
あ
げ
ら
れ
る
。

四
三
Ｐ
・
Ｔ
が
東
京
都
（
除
・
島
部
）
、
千
葉
県

（
除
・
房
総
地
域
）
、
埼
玉
県
（
除
・
秩
父
地
域
）
。

木
下
　
久
昭

田
代
　
　
透

佐
藤
　
泰
一

神
奈
川
県
そ
し
て
横
浜
市
の
約
八
九
〇
〇
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
も
つ
範
囲
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
五
三
Ｐ
・
Ｔ
は
、
市
街
化
の
拡

大
に
対
応
し
て
、
房
総
地
域
・
秩
父
地
域
を
加

え
る
と
と
も
に
、
茨
城
県
（
南
部
地
域
）
も
新

た
に
加
え
、
面
積
約
一
五
一
〇
〇
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
七
〇
％
増
）
の
調
査
対
象
地
域
に
拡

大
し
た
（
以
下
調
査
対
象
地
域
を
「
都
市
圏
」

と
い
う
）
。
そ
し
て
都
市
圏
の
人
口
も
約
二
千
百

万
人
か
ら
約
二
千
九
百
万
人
へ
と
三
六
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
二
つ
め
と
し
て
、
調
査
対
象
者

数
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
本
来
、
実
態
調
査

は
地
域
内
に
住
む
人
々
全
員
を
調
査
す
る
こ
と

が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
種

の
大
規
模
調
査
に
と
っ
て
は
不
可
能
に
近
い
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｐ
・
Ｔ
調
査
は
調
査

対
象
地
域
内
に
居
住
す
る
人
で
、
満
五
才
以
上

の
人
々
に
つ
い
て
、
一
定
の
抽
出
方
法
に
も
と

づ
い
て
調
査
対
象
者
を
抽
出
し
て
行
う
標
本
調

査
と
し
て
行
っ
て
い
る
。
こ
の
抽
出
率
を
四
三

Ｐ
・
Ｔ
で
は
、
広
域
交
通
計
画
の
検
討
を
主
眼

に
お
い
て
二
％
、
調
査
対
象
者
三
十
七
万
人
で

調
査
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
五
三
Ｐ
・
Ｔ

パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
の

概
要

　
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
調
査
（
P
e
r
s
o
n

T
r
i
p

S
u
r
v
e
y
以
下
「
Ｐ
・
Ｔ
調
査
」
と
い
う
）
は

昭
和
四
十
三
年
に
第
一
回
調
査
（
以
下
「
四
三

Ｐ
・
Ｔ
」
と
い
う
）
を
行
っ
て
以
来
、
一
〇
年

の
歳
月
を
経
て
き
た
。
こ
の
間
、
調
査
結
果
は

都
市
政
策
や
交
通
政
策
に
大
き
な
指
針
を
与
え

る
と
と
も
に
、
都
市
計
画
や
交
通
計
画
の
貴
重

な
基
礎
指
標
と
し
て
活
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
こ
の
一
○
年
間
の
時
間
的
推
移
は
社
会
、

経
済
に
激
変
を
も
た
ら
し
た
。
そ
し
て
こ
の
激

変
は
、
交
通
に
と
っ
て
も
質
的
、
量
的
な
変
化



Ｔ
が
八
〇
・
九
％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
八
四
・

二
％
に
上
昇
し
た
。
こ
れ
は
市
民
の
協
力
と
調

査
員
の
努
力
の
た
ま
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、

交
通
に
対
す
る
市
民
的
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
も
の

が
た
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
高
い
回
収
結
果
か
ら
、
次
の
よ

う
な
基
礎
集
計
結
果
が
得
ら
れ
た
。

三
―
人
の
動
き
の
実
態

で
は
、
広
域
交
通
計
画
に
加
え
て
、
地
区
交
通

計
画
等
に
も
十
分
活
用
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し

て
。
東
京
都
心
一
一
区
を
一
％
、
そ
の
周
辺
の

一
二
区
を
二
％
、
二
三
区
を
か
こ
み
今
後
の
交

通
計
画
の
重
点
地
域
で
あ
る
一
〇
キ
ロ
か
ら
五

〇
キ
ロ
圏
内
を
三
％
、
そ
し
て
都
市
圏
の
境
界

に
近
い
地
域
を
一
％
と
す
る
地
域
特
性
や
計
画

性
に
も
と
づ
く
抽
出
率
を
設
定
し
、
平
均
抽
出

率
二
・
四
％
、
調
査
対
象
者
数
約
六
十
九
万
人

　
（
八
六
・
七
％
増
）
と
い
う
大
規
模
調
査
と
な

っ
た
。
ち
な
み
に
、
横
浜
市
の
調
査
対
象
者
は

四
三
Ｐ
・
Ｔ
の
二
九
、
五
一
八
入
（
二
％
抽
出
）

か
ら
、
七
七
、
八
五
六
人
（
三
％
抽
出
）
の
一

六
三
・
八
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
規
模
に
お
い
て
も
世
界
最
大
の

Ｐ
・
Ｔ
調
査
の
実
態
調
査
が
昭
和
五
十
三
年
十

月
か
ら
十
一
月
の
ニ
ケ
月
間
に
わ
た
っ
て
行
わ

れ
た
。
こ
の
Ｐ
・
Ｔ
調
査
は
平
日
の
一
日
の
人

の
動
き
の
実
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人

　
（
性
別
・
年
齢
・
職
業
な
ど
）
が
、
ど
こ
か
ら

ど
こ
へ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
（
通
勤
・
通
学
・

業
務
・
買
物
な
ど
）
で
、
ど
の
よ
う
な
交
通
手

段
（
鉄
道
・
自
動
車
・
バ
ス
・
二
輪
車
・
徒
歩

な
ど
）
を
使
っ
て
、
ど
の
時
間
帯
に
動
い
た
か

を
調
査
す
る
も
の
で
あ
る
。
調
査
は
、
調
査
票

を
訪
問
配
布
・
留
置
・
訪
問
回
収
す
る
方
法
に

よ
り
行
っ
た
。
調
査
結
果
と
し
て
の
回
収
率
は

都
市
圏
平
均
で
八
四
・
九
％
と
、
こ
の
種
の
大

規
模
調
査
で
は
類
を
み
な
い
高
い
有
効
回
収
を

得
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
横
浜
市
は
四
三
Ｐ
・

①
―
一
日
に
人
は
二
・
五
二
ト
リ
ッ
プ

　
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
調
査
で
用
い
ら
れ
る

単
位
は
ト
リ
ッ
ブ
（
t
r
i
p
）
で
あ
る
。
「
人
が
、

あ
る
目
的
（
通
勤
・
通
学
な
ど
）
を
も
っ
て
、

あ
る
場
所
（
出
発
地
）
か
ら
、
あ
る
目
的
地

図一１　性・年齢別の１人当りトリップ数

②
―
都
市
圏
の
交
通
は
脚
が
東
京
二
三
区
に

　
　
関
連

　
（
到
着
地
）
へ
移
動
す
る
」
こ
と
（
た
と
え
ば

通
勤
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
、
居
住
地
〈
住
宅
〉

か
ら
、
勤
務
先
〈
会
社
〉
ま
で
、
ど
の
よ
う
な

経
路
や
、
ど
の
よ
う
な
交
通
手
段
を
使
っ
て
も

ま
た
ど
れ
だ
け
の
時
間
を
費
い
や
し
て
も
、
目

的
が
達
成
さ
れ
る
ま
で
続
く
）
と
定
義
し
て
、

こ
れ
を
″
一
ト
リ
ッ
プ
″
と
し
た
と
き
、
五
三

Ｐ
・
Ｔ
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
結
果
は
、
都
市
圏

平
均
一
人
当
り
二
・
五
二
ト
リ
ッ
プ
／
日
で
あ

る
。
四
三
Ｐ
・
Ｔ
が
二
・
四
八
ト
リ
ッ
プ
／
日

で
あ
る
か
ら
、
一
人
当
り
の
動
き
と
し
て
、
十

年
間
の
変
化
は
○
・
○
四
ト
リ
ッ
プ
／
日
増
加

し
た
こ
と
に
な
る
が
‘
調
査
技
術
上
の
違
い
等

も
あ
り
、
一
人
当
り
の
動
き
に
は
安
定
性
が
あ

る
も
の
と
考
え
た
い
。
む
し
ろ
こ
の
一
人
当
り

ト
リ
ッ
プ
は
性
別
や
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
大
き

な
違
い
が
あ
る
（
図
―
１
）
。
都
市
圏
平
均
で
、

男
性
は
二
・
七
二
ト
リ
ッ
プ
／
日
、
女
性
は
二

・
三
四
ト
リ
ッ
プ
／
日
と
、
〇
・
三
八
ト
リ
ッ

プ
／
日
の
差
が
生
じ
て
お
り
、
年
齢
階
層
別
に

み
て
も
男
性
が
女
性
を
上
回
っ
て
い
る
。

　
横
浜
市
民
の
動
き
に
つ
い
て
は
、
平
均
二
・

四
六
ト
リ
ッ
プ
／
日
を
得
た
。
四
三
Ｐ
・
Ｔ
で

は
二
・
三
七
ト
リ
ッ
プ
／
日
で
、
○
・
○
九
ト

リ
ッ
プ
／
日
の
増
加
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
四
三
Ｐ
・
Ｔ
当
時
の
人
口
の
年
齢
階
層
の
構

成
と
五
三
Ｐ
・
Ｔ
時
の
年
齢
階
層
構
成
の
ち
が

い
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
一
人
当
り
ト
リ
ッ
プ
の
集
合
と

し
て
交
通
は
、
ど
こ
で
生
れ
、
ど
こ
に
集
ま
っ

　
都
市
圏
の
交
通
の
総
発
生
・
集
中
量
は
約
一

億
三
千
万
ト
リ
ッ
プ
エ
ン
ド
／
日
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
三
六
％
が
東
京
二
三
区
に
関
連
を
も

つ
交
通
で
あ
る
。
地
域
別
の
総
発
生
・
集
中
交

通
量
を
表
―
１
に
ま
と
め
た
が
、
都
市
圏
に
お

い
て
、
横
浜
市
に
関
連
を
も
つ
交
通
は
八
・
五

％
に
あ
た
る
約
一
、
一
三
〇
万
ト
リ
ッ
プ
エ
ン

ド
／
日
で
あ
る
。
四
三
Ｐ
・
Ｔ
と
比
較
す
れ
ば
。

図
－
２
に
示
す
よ
う
な
結
果
と
な
る
が
、
東
京

二
三
区
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
外
周
部
で
あ
る

一
五
キ
ロ
か
ら
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏
域
内
の

伸
び
率
が
著
し
い
。
特
に
千
葉
県
西
部
地
域
と

埼
玉
県
南
部
地
域
の
伸
び
率
が
高
い
こ
と
が
注

地域内発生集中交通量の変化図一２
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て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。



目
さ
れ
る
。

　
こ
の
傾
向
は
横
浜
市
も
同
様
で
、
発
生
・
集

中
量
に
つ
い
て
区
別
に
比
較
し
た
も
の
を
図
―

３
に
示
し
た
が
郊
外
部
の
増
加
が
著
し
い
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
の
増
加
は
人
口
増
加
率
と
ほ
ぼ

同
じ
傾
向
で
あ
り
、
港
北
・
緑
区
、
戸
塚
区
・

瀬
谷
区
と
い
う
郊
外
部
の
伸
び
が
著
し
い
。

　
次
に
、
こ
の
発
生
・
集
中
に
つ
い
て
、
目
的

別
の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
、
地
域
別
目
的
別

(53P.T)表－１　地域別総発生･集中交通量

の
発
生
、
集
中
量
を
表
―
２
に
ま
と
め
た
。
こ

の
表
は
東
京
二
三
区
の
集
積
の
大
き
さ
を
顕
著

に
表
わ
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
通
勤
目
的
の

発
生
量
が
都
市
圏
の
発
生
量
の
二
九
・
二
％
に

対
し
て
、
集
中
（
着
）
量
は
、
な
ん
と
四
七
・

七
％
を
占
め
て
お
り
、
都
市
圏
の
通
勤
交
通
の

約
半
分
が
東
京
二
三
区
に
集
ま
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
業
務
交
通
も
発
生
量
に
お
い
て

四
四
％
、
集
中
量
に
お
い
て
四
四
・
八
％
と
、

図一３　区別発生集中交通量と人口の変化

都
市
圏
の
半
分
近
く
が
東
京
二
三
区
に
関
係
し

て
い
る
と
い
え
、
ま
さ
に
東
京
二
三
区
の
凄
さ

を
み
せ
つ
け
ら
れ
て
い
る
思
い
が
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
東
京
二
三
区
（
五
八
一
・
一
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
若
干
面
積
的
に
小
さ
い
横

浜
市
（
四
二
六
・
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は

都
市
圏
の
な
か
で
通
勤
の
発
生
量
一
〇
％
、
集

中
量
七
・
八
％
、
業
務
の
発
生
量
、
集
中
量
と

も
約
七
％
を
占
め
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
東
京
二
三
区
の
集
積
の
大
き
さ
は
、
交

通
の
目
的
別
の
発
生
量
に
対
す
る
集
中
量
の
割

合
（
表
―
２
）
か
ら
み
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

通
勤
目
的
（
一
六
二
・
三
）
、
通
学
目
的
（
一
一

二
・
八
）
、
業
務
目
的
（
一
○
一
・
二
）
と
も
集
中

量
が
発
生
量
を
上
回
っ
て
い
る
地
域
は
東
京
二

三
区
だ
け
で
あ
る
。
他
の
地
域
は
す
べ
て
流
出

　
（
発
生
）
過
多
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
東

京
都
市
圏
が
東
京
二
三
区
へ
の
一
点
集
中
型
の

都
市
構
造
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

　
横
浜
市
の
割
合
は
、
通
勤
目
的
七
七
・
九
、

通
学
目
的
九
四
・
八
、
業
務
目
的
九
七
・
六
と

い
ず
れ
も
発
生
量
が
上
回
っ
て
お
り
、
流
出
過

多
の
状
態
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
状
態
に

つ
い
て
、
通
勤
目
的
の
区
別
の
比
を
表
―
３
に

示
し
た
。
こ
の
表
は
通
勤
目
的
の
流
出
過
多
の

傾
向
が
四
三
Ｐ
・
Ｔ
当
時
よ
り
強
ま
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
同
時
に
、
横
浜
の
都
心
で
あ

る
西
区
・
中
区
が
業
務
地
域
と
し
て
特
化
し
て

き
て
い
る
こ
と
も
表
わ
し
て
い
る
。
ま
た
鶴
見

区
や
神
奈
川
区
の
業
務
集
積
の
大
き
い
こ
と
も

う
か
が
え
る
。
反
面
、
港
南
区
、
旭
区
、
瀬
谷

区
の
べ
ッ
ト
タ
ウ
ン
的
性
格
の
強
さ
も
表
わ
し
　
　

て
い
る
。
西
区
・
中
区
の
集
積
を
東
京
区
部
と

比
較
す
る
た
め
に
、
集
中
（
着
）
ト
リ
ッ
プ
か

最
も
単
純
に
区
の
面
積
で
除
し
て
、
ヘ
ク
タ
ー

ル
当
り
の
着
ト
リ
ッ
プ
数
を
と
っ
て
み
る
と
、

西
区
八
三
・
五
、
中
区
六
八
・
四
を
得
る
が
、

東
京
千
代
田
区
五
五
三
・
四
、
新
宿
区
一
六
〇

・
五
、
渋
谷
区
一
二
九
・
五
、
品
川
区
一
〇
〇

な
ど
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
東
京
へ
の
集
中
の
異
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状
さ
が
わ
か
る
。

③
―
自
動
車
利
用
の
割
合
大
幅
増

　
次
に
角
度
を
か
え
て
、
発
生
と
集
中
に
つ
い

て
代
表
交
通
手
段
の
構
成
比
と
そ
の
変
化
に
つ

い
て
み
て
み
た
い
。
図
―
４
に
地
域
別
代
表
交

表2　地域別,目的別,発生(集中)量(上段:発生量,下段:集中量)(単位,千トリップ,％)

通
手
段
構
成
比
と
そ
の
比
較
を
示
し
た
。
こ
の

図
か
ら
、
自
動
車
の
利
用
割
合
の
増
加
が
目
に

つ
く
。
特
に
鉄
道
整
備
水
準
の
低
い
地
域
の
自

動
車
利
用
割
合
の
増
加
が
著
し
い
。
横
浜
市
に

つ
い
て
も
、
戸
塚
区
、
瀬
谷
区
、
金
沢
区
、
港

北
区
、
緑
区
と
い
っ
た
周
辺
区
に
お
い
て
自
動

車
利
用
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま

た
目
的
別
の
五
三
Ｐ
・
Ｔ
の
構
成
比
は
、
図
―

５
の
よ
う
で
あ
り
、
大
ま
か
に
通
勤
目
的
は
鉄

道
、
通
学
は
二
輪
・
徒
歩
、
業
務
は
自
動
車
と

い
う
手
段
分
担
が
可
能
で
あ
る
。
通
勤
目
的
で

の
鉄
道
依
存
の
高
い
の
は
東
京
区
部
へ
の
通
勤

で
六
〇
％
、
低
い
の
は
茨
城
県
南
部
地
域
の
一

二
・
一
％
で
あ
る
。
総
じ
て
鉄
道
整
備
水
準
の

高
低
が
、
自
動
車
利
用
割
合
に
関
係
し
て
い
る

と
い
え
そ
う
で
あ
る
（
図
―
４
）
。

　
横
浜
市
に
つ
い
て
の
構
成
比
を
四
三
Ｐ
・
Ｔ

表－3　区別通勤目的発生・集中交通量

と
比
較
し
て
図
―
５
に
示
し
た
。
ど
の
目
的
に

お
い
て
も
代
表
交
通
手
段
と
し
て
の
バ
ス
利
用

割
合
が
減
じ
、
自
動
車
利
用
割
合
が
増
加
し
て

い
る
。
こ
の
自
動
車
利
用
割
合
の
増
加
は
自
動

車
登
録
台
数
（
四
二
年
～
五
二
年
）
の
五
倍
の

増
加
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。

四
―

通
勤
目
的
か
ら
み
る
横
浜

①
―
県
央
か
ら
横
浜
市
へ
の
通
勤
が
増
大

　
横
浜
市
を
中
心
と
す
る
通
勤

目
的
交
通
は
、
発
生
量
が
八
九

一
、
一
四
二
ト
リ
ッ
プ
／
日
で
、

集
中
量
が
六
九
四
、
〇
二
七
ト

リ
ッ
プ
／
日
の
流
出
過
多
の
状

態
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
す

で
に
述
べ
た
。
こ
の
通
勤
目
的

の
発
生
と
集
中
に
つ
い
て
検
討

し
て
み
る
。

　
ま
ず
横
浜
市
を
通
勤
先
と
す

る
集
中
ト
リ
ッ
プ
の
発
地
別
の

割
合
に
つ
い
て
表
―
４
に
ま
と

め
た
が
。
着
ト
リ
ベ
フ
数
は
六

九
四
、
〇
二
七
ト
リ
ッ
プ
で
、

四
三
Ｐ
・
Ｔ
の
一
〇
七
・
一
％

に
あ
た
る
。
表
の
よ
う
に
、
主

た
る
発
生
地
域
は
横
浜
市
内
が

七
三
・
一
％
と
、
市
内
居
住
者
が

圧
倒
的
割
合
を
占
め
て
い
る
。
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図一４　地域別代表交通手段構成比図一５　日的別代表交通手段構成比（発生ベース）

続
い
て
横
須
賀
・
鎌
倉
市
等
の
三
浦
半
島
が
六

・
五
％
、
大
和
・
厚
木
・
相
模
原
市
等
の
県
央
五

％
、
そ
し
て
川
崎
市
四
・
七
％
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
割
合
を
四
三
Ｐ
・
Ｔ
と
比
較

す
れ
ば
、
市
内
を
含
め
、
川
崎
・
東
京
方
面
の

割
合
が
減
じ
、
県
央
を
中
心
と
し
て
西
側
か
ら

の
通
勤
割
合
の
拡
大
が
目
を
引
く
。
特
に
北
側

か
ら
の
通
勤
が
量
的
に
も
減
少
し
て
い
る
こ
と

は
特
徴
的
で
あ
る
。
ま
た
横
浜
都
心
二
区
へ
の

通
勤
割
合
も
、
同
じ
表
に
ま
と
め
た
。
通
勤
傾

向
は
市
域
へ
の
も
の
と
同
様
で
あ
る
が
、
四
三

Ｐ
・
Ｔ
と
の
比
較
で
は
集
中
量
の
二
一
・
五
％

の
減
少
が
目
に
つ
く
。
こ
れ
は
西
区
・
中
区
で

（53P.T）表－4　発地別通勤目的集中交通量

発
生
し
、
西
区
・
中
区
に
勤
め
る
人
（
内
－
内
）

の
減
少
と
ほ
ぼ
同
じ
量
で
あ
る
。
こ
の
通
勤
量

の
減
少
は
都
心
部
強
化
事
業
と
の
か
ら
み
で
、

土
地
利
用
の
継
承
の
過
程
に
お
こ
る
傾
向
で
あ

ろ
う
。
こ
の
西
区
・
中
区
へ
の
通
勤
目
的
の
代

表
交
通
手
段
を
地
域
別
に
表
―
５
に
ま
と
め

た
。
傾
向
と
し
て
、
近
距
離
は
徒
歩
・
二
輪
・

バ
ス
、
近
中
距
離
は
自
動
車
・
バ
ス
、
そ
し
て

長
距
離
は
鉄
道
と
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
な
交

通
手
段
利
用
傾
向
と
同
じ
で
あ
る
。

＠
１
通
勤
は
東
京
区
部
へ
1
/
4
強

　
さ
て
、
横
浜
市
内
か
ら
発
生
す
る
通
勤
目
的

表－5　西･中区への通勤手段(53P.T)

交
通
は
、
八
九
一
、
一
四
二
ト
リ
ッ
プ
／
日
で

あ
り
、
こ
れ
は
四
三
Ｐ
・
Ｔ
に
対
し
て
一
一
三

・
四
％
に
あ
た
る
。
こ
の
発
生
ト
リ
ッ
プ
に
つ

い
て
区
別
の
主
た
る
着
地
の
割
合
を
表
―
６
に

示
し
た
。
こ
の
表
か
ら
特
長
的
な
こ
と
は
、
東

京
二
三
区
へ
の
通
勤
が
、
四
三
Ｐ
・
Ｔ
よ
り
量

的
に
三
九
・
一
％
増
加
し
、
市
で
実
に
二
六
・
五

％
、
発
生
量
の
１
／
４
強
の
割
合
と
な
っ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
量
的
に
は
、
一
〇
年
で
通
勤

目
的
ト
リ
ッ
プ
が
一
○
五
、
五
四
三
ト
リ
ッ
プ

増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
約
六
三
％
が
東
京
二

三
区
へ
の
ト
リ
ッ
プ
で
あ
り
、
こ
の
一
○
年
間

で
、
東
京
指
向
の
傾
向
が
加
速
さ
れ
た
。
特
に

増
加
率
の
高
い
区
は
金
沢
区
（
一
一
九
・
三
％

増
）
、
磯
子
区
（
九
四
・
一
％
増
）
で
、
根
岸
線

の
延
伸
と
京
浜
急
行
電
鉄
の
輸
送
力
増
強
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
る
。
続
い
て
、
港
北
・
緑

区
（
七
八
・
一
％
増
）
、
戸
塚
区
（
六
〇
％
増
）

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
東
京
二
三
区
へ
の
通
勤
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表－６　発区別通勤目的の主たる着地の割合割
合
が
最
も
高
い
区
は
時
間
距
離
的
に
近
い
港

北
区
（
三
九
％
）
、
緑
区
（
三
八
・
九
％
）
で
、

最
も
低
い
の
は
瀬
谷
区
の
一
五
・
七
％
で
あ

る
。

　
次
に
、
通
勤
目
的
の
う
ち
横
浜
市
内
に
留
ま

る
割
合
は
、
五
六
・
九
％
で
、
四
三
Ｐ
・
Ｔ
と

比
較
す
れ
ば
量
的
に
は
五
・
一
％
増
、
割
合
的

に
は
四
・
五
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
市
内

て
金
沢
区
・
鶴
見
区
を
除
く
す
べ
て
の
区
で
、

量
的
に
は
金
沢
区
・
磯
子
区
・
戸
塚
区
・
瀬
谷

区
を
除
く
区
で
共
通
し
て
い
る
。
量
的
に
増
加

し
た
金
沢
区
（
二
三
・
六
％
増
）
、
磯
子
区
（
一

八
％
増
）
、
戸
塚
区
・
瀬
谷
区
（
九
・
三
％
増
）

は
、
根
岸
線
の
大
船
駅
ま
で
の
延
伸
に
よ
る
都

心
部
へ
の
直
結
と
時
間
距
離
の
短
縮
が
大
き
な

要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
横
浜
市
の
通
勤
構
造
は
、
発
生

に
お
い
て
、
東
京
都
心
を
中
心
と
す
る
大
き
な

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
な
か
で
べ
ッ
ト
タ
ウ
ン
化
の

傾
向
を
強
め
な
が
ら
も
、
集
中
に
お
い
て
、
横

浜
都
心
部
を
中
心
と
す
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
弱

い
な
が
ら
も
支
配
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
Ｐ
・
Ｔ
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
通
勤

の
実
態
は
、
東
京
二
三
区
に
通
勤
先
を
も
つ
人

が
居
住
地
を
東
京
か
ら
横
浜
市
に
移
し
、
横
浜

市
に
通
勤
先
を
も
つ
人
が
横
浜
か
ら
三
浦
半
島

や
県
央
に
転
出
し
て
い
く
と
い
う
人
口
移
動
の

実
態
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
こ
れ
は
侵
入
と
脱
出
と
い
う
都
市
生
態
の

ひ
と
つ
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
な
に
か
微
妙
な

と
こ
ろ
で
都
市
づ
く
り
の
齟
齬
を
感
じ
る
。

四
―
お
わ
り
に

に
通
勤
先
を
も
つ
割
合
の
減
少
は
、
鶴
見
区
を

除
く
す
べ
て
の
区
に
共
通
し
て
お
り
、
本
市
の

相
対
的
な
地
盤
沈
下
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え

　
ま
た
、
横
浜
都
心
二
区
へ
の
通
勤
は
一
四
・

二
％
で
、
四
三
Ｐ
・
Ｔ
に
比
べ
て
量
的
に
一
二

・
七
％
、
割
合
的
に
五
・
二
％
そ
れ
ぞ
れ
減
少

し
て
い
る
。
こ
の
減
少
傾
向
は
、
割
合
に
お
い

　
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
粗
集
計
結
果

を
速
報
的
に
ま
と
め
て
み
た
。
こ
の
報
告
の
な

か
で
、
こ
の
一
○
年
間
に
、
東
京
を
中
心
と
し

た
市
街
地
の
拡
大
が
著
し
く
、
交
通
量
に
し
て

三
〇
％
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
、
代
表
交
通
手

段
と
し
て
自
動
車
の
利
用
割
合
が
増
加
し
た
こ

と
、
東
京
都
市
圏
の
一
点
集
中
型
の
都
市
構
造

が
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
横
浜
の
東

京
依
存
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
き
た
こ
と
等
に
つ

い
て
ま
と
め
て
み
た
。

　
こ
の
報
告
を
ま
と
め
な
が
ら
、
東
京
二
三
区

の
巨
大
さ
を
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
思
い
し
ら
さ

れ
、
都
市
問
題
は
東
京
問
題
な
ん
だ
と
、
言
い

ふ
る
さ
れ
た
こ
と
に
感
心
し
た
り
し
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
横
浜
の
都
市
づ
く
り
の
難

か
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た
し
だ
い
で
あ

る
。
こ
の
難
し
さ
を
解
き
ほ
ぐ
す
糸
ロ
の
ひ
と

つ
が
交
通
体
系
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。
今
後
の
パ
ー
ソ
ン
・
ト
リ
ッ
フ
調
査
の
解

析
を
通
じ
て
、
人
の
動
き
と
都
市
構
造
の
関
係

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
っ
も
り
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
解
析
結
果
は
、
そ
の
つ
ど
、
こ
の
『
調
査

季
報
』
の
紙
面
が
許
す
範
囲
内
で
ま
と
め
て
報

告
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
最
後
に
こ
の
調
査
に
協
力
い
た
だ
い
た
市
民

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
局
・
区
等
多
く
の
方

々
に
末
筆
な
が
ら
、
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
。

〈
木
下
＝
都
市
整
備
局
計
画
部
都
市
計
画
課
主

査
、
田
代
・
佐
藤
＝
同
課
〉

82調査季報64 79.12

よ
う
。
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